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（月２００円程度）
10月 29人 14,110円
9月 29人 25,720円

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

昭
和
一
桁
生
ま
れ

何
が
め
で
た
い

「
英
語
と
ダ
ン
ス
は
ま
る

で
ダ
メ
。
出
さ
れ
た
料
理

は
残
さ
ず
食
ら
う
。
た
の

ま
れ
た
仕
事
は
真
面
目
に

こ
な
す
。
応
用
き
か
ぬ
が

玉
に
キ
ズ
」

小
説
家
渡
辺
淳
一
氏
医
（

学
博
士
・
文
学
博
士
）
の

昭
和
一
桁
生
ま
れ
の
一
文

で
あ
る
。

私
の
こ
と
を
言
っ
て
い

る
よ
う
で
、
好
き
な
文
章

で
あ
る
。

私
は
、
昭
和
２
年
（
１

９
２
７
）

月
９
日
生
ま

10

れ
で
、
満

歳
で
あ
る
。

97

「

、

年
年
歳
歳
花
相
似
た
り

」

歳
歳
年
年
人
同
じ
か
ら
ず

（

「

」

劉
希
夷
代
悲
白
頭
翁

り
ゆ
う

き

い

（
白
頭
悲
し
む
翁
に
代
わ

は
く
と
う

お
き
な

り
て
。
））

毎
年
毎
年
、
花
は
変
わ

る
こ
と
な
く
咲
く
の
に
、

そ
れ
を
見
る
人
は
、
亡
く

な
る
人
、
初
め
て
見
る
人

も
い
て
、
人
の
世
は
変
わ

っ
て
い
く
。

人
生
３
分
の
２
を
過
ぎ

た
頃
か
ら
、
お
世
話
に
な

っ
た
先
輩
た
ち
が
亡
く
な

っ
て
い
き
、
今
や
喜
怒
哀

楽
を
共
に
し
た
友
人
は
、

鬼
籍
に
入
り
、
語
る
術
は

な
い
。

昭
和
、
平
成
、
令
和
と

生
き
延
び
て

年
。
想
え

97

ば
私
の
青
春
時
代
は
、
軍

国
主
義
か
ら
民
主
主
義
へ

１
８
０
度
の
転
換
で
、
よ

く
ぞ
従
順
に
生
き
て
き
た

も
の
と
感
慨
深
い
。

、

私
の
最
大
の
と
り
え
は

「

、

が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い
で

ほ
ど
ほ
ど
に
」
生
き
て
き

た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。

人
生
に
お
け
る
寿
命
が、

も
う
余
り
長
く
な
い
か
ら

よ
く
て
も
悪
く
て
も
、
深

く
喜
ぶ
必
要
も
、
嘆
く
こ

と
も
な
い
。

今
日
が
ほ
ど
ほ
ど
に
い

い
日
な
ら
、
そ
れ
で
い
い

の
で
あ
る
。

赤
塚
不
二
夫
の
マ
ン
ガ

『
天
才
バ
カ
モ
ン
』
の
パ

パ
の
セ
リ
フ
、
〝
こ
れ
で

い
い
の
だ
〟
に
つ
き
る
。

こ
の
先
、
生
き
る
日
々

が
長
い
人
な
ら
、
地
位
や

名
誉
も
欲
し
か
ろ
う
し
、

体
を
活
か
す
こ
と
に
、
全

力
を
あ
げ
る
方
が
い
い
だ

ろ
う
。

し
か
し
、

歳
を
過
ぎ

70

た
頃
か
ら
、
欲
は
な
く
、

も
う
残
り
の
人
生
を
惰
性

で
生
き
る
の
も
い
い
と
思

っ
て
き
た
。

歳
を
取
る
こ
と
は
、
実

に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。

少
々
悪
口
を
た
た
い
て

も
、
間
違
っ
た
こ
と
を
言

っ
て
も
「
あ
れ
は
も
う
歳

、

だ
」
と
、
大
目
に
見
て
く

れ
る
。

何
し
ろ
、
昔
の
こ
と
や

体
験
は
、
も
う
知
ら
な
い。

人
の
方
が
多
い
の
だ
か
ら

生
き
て
い
く
こ
と
は
一

年
一
年
、
年
を
と
る
こ
と

で
、
金
持
ち
も
、
偉
い
人

も
皆
、
平
等
で
あ
る
。

何
が
生
き
て
い
て
幸
せ

だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
戦

後
は
戦
争
が
な
く
、
こ
の

「
ふ
る
さ
と
賛
歌
」
に
書

い
て
き
た
よ
う
に
、
懐
か

し
い
、
楽
し
い
思
い
出
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
だ
。、

老
人
の
特
権
を
使
っ
て

面
白
く
、
も
う
少
々
、
人

生
を
生
き
て
い
き
た
い
。

日本共産党が躍進してこそ、政治は変わる

、

、

日
本
共
産
党
は

１
日
７
時
間
労
働
で

普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
提
案

自
民
党
政
治
の
も
と
で
、
規
制
緩
和
が
進
み
、
異
様
な
長
時

間
労
働
が
容
認
さ
れ
、
人
間
ら
し
く
成
長
で
き
る
「
自
由
な
時

間
」
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は

「
自
由
な
時
間
」
を
確
保
し
、
夢
や
希
望

、

を
持
っ
て
働
き
暮
ら
せ
る
社
会
を
、
政
治
の
責
任
で
実
現
す
る

「

」
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

自
由
時
間
拡
大
推
進
法
案

日
本
共
産
党

学
費
は
値
下
げ
で
き
る

自
民
党
は
大
学
予
算
を
カ
ッ
ト
し
続
け
、
こ
の

年
間
で
学

10

費
は
約

万
円
ア
ッ
プ
（
私
大
平
均
）
し
ま
し
た
。

10

「
教
育
費
は
学
生
が
負
担
し
て
当
然
」
と
い
う
考
え
方
を
切
り

か
え
、
学
費
半
額
、
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
入
学
金
ゼ
ロ
と
、
給
付

中
心
の
奨
学
金
を
、
力
を
合
わ
せ
て
実
現
し
ま
し
ょ
う
。



「
長
沼
小
学
校
が
、
藤
島

小
学
校
に
統
合
し
て
良
か

、

」

っ
た
と
い
う
声
が
多
い

と
言
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
新
し

い
環
境
に
早
く
慣
れ
る
の

で
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は

。

あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

し
か
し
、
長
沼
地
区
は

学
校
に
関
わ
る
人
が
減
っ

て
し
ま
い
、
学
校
を
核
に

し
た
地
域
づ
く
り
は
、
だ

ん
だ
ん
と
失
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

文
科
省
の
「
廃
校
活
用

事
例
集
」
が
あ
り
、
山
形

県
高
畠
町
の
「
大
人
の
学

び
舎
、
秋
田
県
由
利
本
荘

」「

」、

市
の
木
の
お
も
ち
ゃ
館

岩
手
県
西
和
賀
町
の
「
介

護
施
設
、
宮
城
県
加
美
町

」

「

」、

の
音
楽
技
能
修
得
施
設

福
島
県
三
春
町
の
「
福
祉

型
農
業
施
設
」
な
ど
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
資
源

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

東
栄
地
区
や
渡
前
地
区

に
、
廃
校
後
に
活
用
で
き

る
地
域
資
源
は
、
何
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

▲
行
進
は
、
小
中
島
で
余

目
か
ら
引
き
継
ぎ
、
役
場

前
で
当
局
と
組
合
が
歓
迎

集
会
を
開
き
、
商
工
会
館

で
昼
食
。
藤
浪
橋
を
渡
り

駅
か
ら
下
町
に
。
八
色
木

か
ら
長
沼
を
超
え
、
三
川

に
渡
し
た
も
の
だ
っ
た
。

▲
「
原
爆
許
す
ま
じ
」
の

歌
で
行
進
。
沿
道
か
ら
激

励
の
拍
手
を
貰
い
、
元
気

つ
け
ら
れ
た
も
の
で
し
た

が
、
今
は
羽
黒
山
の
石
段

の
所
か
ら
鶴
岡
に
入
る
コ

ー
ス
に
代
わ
っ
た
。

▲
俺
が

代
前
の
最
初
の

20

参
加
は
、
出
来
た
ば
か
り

の
小
学
生
の
鼓
笛
隊
が
先

導
。
一
日
が
か
り
で
朝
日

の
大
網
ま
で
歩
い
た
ん
だ

っ
け
。
羽
黒
・
櫛
引
・
朝

日
が
連
な
り
、
長
く
大
き

な
列
に
な
っ
た
。
行
政
も。

一
緒
の
行
事
だ
っ
た
ろ
う

▲
今
の
選
挙
。
明
確
に
核

兵
器
に
反
対
し
て
い
る
の

は
共
産
党
だ
け
。
他
の
党

は
抑
止
力
頼
み
。
抑
止
力

は
核
を
使
う
事
が
前
提
だ

か
ら
恐
ろ
し
い
。
国
際
社

会
は
、
核
と
人
類
が
共
存

で
き
な
い
と
、
平
和
賞
を

与
え
た
ん
だ
（
石
川
）

。

開
拓
大
書
記
官
、
警
視
総

監
、
西
田
川
・
飽
海
・
北

会
津
な
ど
の
郡
長
。は

、
老

〇
右
同
「
父
老
」

に
老
い
る
意
味
と
優
れ
た

の
意
味
が
あ
り
、
こ
こ
で

「

」

。

は
優
れ
た
で
名
望
家

(

り
き

〇
４
行
「
力
田
者
」

た
・
ち
か
ら
だ)

は
、
現
在

の
篤
農
家
。(

み
ず
か
ら)

〇
７
行

躬
「

」

は
、
自
か
ら
。

(

せ
ん
し

〇
右
同
「
選
種
」

ゅ)

は
、
よ
い
種
を
選
ぶ
。

（
そ
う
お

〇
右
同
「
挿
秧
」

う
）
は
、
早
苗
の
植
え
つ

け
、
田
植
。

(

じ
ょ
そ

〇
８
行
「
鋤
草
」

う)

は
、
土
を
掘
っ
た
り
草

平
和
賞
に
思
う

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
日

本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
（
被
団
協
）
と
発
表

さ
れ
た
。
世
界
を
平
和
へ

と
動
か
し
た
長
年
の
活
動

が
認
め
ら
れ
た
ん
だ
。

▲
こ
れ
を
視
た
俺
は
、
ウ

ル
ッ
と
来
た
ッ
ケ
。
そ
し

、

。

て
バ
ン
ザ
イ
し
た
ん
だ

素
晴
ら
し
い
こ
と
に
な
っ

た
ゾ
ト
。
そ
し
て
思
っ
た。

の
が
日
本
の
立
ち
位
置
だ

▲
藤
島
の
私
た
ち
は
「
被

団
協
」
で
は
な
い
が
、
彼

ら
と
同
じ
運
動
を
し
て
き

た
ん
だ
。
そ
れ
は
、
核
兵

器
禁
止
の
為
の
署
名
を
集

め
、
平
和
行
進
を
繋
げ
、

広
島
長
崎
の
平
和
大
会
に

代
表
者
を
送
っ
て
き
た
事

だ
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
共

に
喜
び
、
誇
り
に
思
お
う

と
呼
び
掛
け
た
い
ん
だ
。

▲
か
つ
て
「
世
界
大
会
に

、

代
表
者
を
送
る
会
」
を
毎。

年
作
っ
て
送
る
人
を
選
定

そ
の
人
の
集
落
を
中
心
に

署
名
カ
ン
パ
活
動
。
世
界。

大
会
に
送
っ
て
き
た
ん
だ

は
、
跨(

ま

〇
１
行
「
踰
」

た
ぐ)

と
同
義
語
。(

こ
う
そ

〇
２
行
「
膏
艘
」

う)

は
、
膏
薬
が
舟
を
並
べ

こ
う
や
く

た
よ
う
な
風
景
。、

、

〇
３
行

希
「

」
は
稀
で

少
な
い
。

（
お

〇
右
同
「
折
田
平
内
」

り
た
へ
い
な
い
。
１
８
４

）

７
～
１
９
０
５
年
（
明
治

年
。
１
８
８
２
年
７
月

）

38か
ら
１
８
８
６
年
７
月
ま

で
２
代
目
山
形
県
令
。
駐

」

。

鑾
之
碑
建
立
に
関
わ
る

を
と
る
農
具
。

(

た
い
ふ

〇
右
同
「
堆
糞
」

ん)

は
、
肥
料
に
す
る
た
め

枯
草
な
ど
と
糞
を
混
ぜ
て

積
み
上
げ
た
も
の
。

(

ひ
と
え
に)

〇
右
同

偏
「

」

は
、
ひ
た
す
ら
。

、

〇
右
同

類
「

」(

る
い)

は

た
ぐ
い
。
な
か
ま
「
あ
あ

。

い
う
類
の
集
ま
り
。」

(

し
ょ
う

〇
右
同
「
請
聘
」

へ
い)

は
、
招
く
。

(

に
わ
か)

〇
９
行
「
遽
」

は
、
に
わ
か
に
。

(

あ
れ
る
・

〇
右
同
「
燕
」

か
ぶ)

は
、
あ
れ
る
。
し
げ

る
。
雑
草
が
茂
っ
て
荒
れ

る
。

〇
右
同
「
島
野
嘉
作
」

(

か
し
ょ

〇

行
「
稼
穡
」

10
く)

は
、
作
物
を
植
え
る
こ

と
、
広
く
農
業
の
こ
と
。

、

〇
右
同

艱
「

」(

か
ん)

は

苦
し
む
。

、

〇

行

緩
耕
徐
転

「

」
は

11
ゆ
っ
く
り
働
く
。(

う
ん
お

〇
右
同
「
蘊
奥
」

う)

は
、
奥
議
、
肝
要
な
事

柄
。

(

し
ゅ
く)

〇
右
同
「
夙
」

は
、
朝
早
く
。
早
い
。(

じ

〇

行
「
諄
諄
誘
棭
」

13
ゅ
ん
じ
ゅ
ん
ゆ
う
え
き)

は
、
丁
寧
に
繰
り
返
し
教

え
て
進
め
る
。

は
前
で

誘

折
田
導
く
、

は
傍
か
ら

棭

お

り

た

助
け
る
。

は
、
常
用

〇

行
「
隣
」

14
漢
字

は
旧
字
。

、「
鄰
」

〇

行
「
益
奨
央
其
業
」

15

子
ど
も
は
、
学
校
だ
け
で
は
育

た
な
い
と
言
い
ま
す
が
？

疑問8子
ど
も
の
育
ち
の
根
っ

こ
は
地
域
で
育
ま
れ

地

、

、「

域
の
教
育
」
が
と
て
も
大

切
と
言
い
ま
す
。

東
栄
小
の
獅
子
踊
り
の

や
、
渡
前
小
の
こ
ど
も
獅

子
踊
り
の
伝
統
は
、
子
ど

も
が
育
つ
の
に
大
事
な
取

り
組
み
で
す
。

学
校
が
統
合
し
て
も
続

け
る
と
言
い
ま
す
が
、
地

域
か
ら
遠
く
な
り
、
形
だ

け
の
継
承
が
心
配
で
す
。

地
域
で
育
た
な
い
子
ど

も
は
、
地
域
づ
く
り
は
で

き
な
い
の
で
、
地
域
の
担

い
手
に
は
な
ら
な
い
と
の

声
も
あ
り
ま
す
。

小
学
校
が
廃
校
に
な
っ
た
後
の

こ
と
は
、
考
え
て
い
ま
す
か
？

疑問9東
田
川
史
跡
物
語

稲
作
改
良
碑
⑩

難
解
用
語
・
人
物

註
釈
１

青
山

崇

の

は
、
出
来
事
の

「
央
」

。

。

記
録
ま
た
そ
の
出
来
事

(

び
ぜ
ん)

〇
右
同

靡
然

「

」

は
、
な
び
き
従
う
。

（
こ
う
・
き

〇
右
同
「
嚮
」

ょ
う
・
む
く
・
む
か
う
・

ひ
び
く
・
さ
き
に
。
意
味

）

は
、
さ
き
に
・
む
か
う
。

は
、
い
ず

〇

行
「
安
」

17
く
ん
ぞ
。

(

い)

は
、

〇
右
同
「
維
」

つ
な
・
つ
な
ぐ
。

、

〇
右
同

勒
「

」(

ろ
く)

は

刻
む
。

（

）

〇

行

生
祀

「

」
せ
い
し

18
は
、
存
命
中
の
人
間
の
霊

を
祀
る
こ
と
。

と
も

生
祠

い
う
。

小
中
一
貫
校(

義
務
教
育
学
校)

へ
の
疑
問
④


